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との関連性について検討し，これらin vivoのデータ

を解析するためin vitroでACAが血管内皮に及ぼす

効果を検討した．

 （1）本症候群10例のうち，自己抗体陽性8例で，

ACA高値群は未治療例が多く，6例全例子宮内胎児

死亡となった．一方，ACA低値群は児の予後は良好で

あった．

 （2）本症候群は正常妊婦に比し，凝固系は著明に充

歯しているが線溶系は有意な充進を示さず，凝固線溶

系バランスとしては凝固優位の状態であることが示さ

れた．

 （3）ACA IgGはHUVECのtPA産生抑制および

細胞内TMを減少させ， PAI－1産生を充進させた．す

なわち，凝固抑制系の阻害と線溶系の抑制が示された，

 16．IFN・γによりヒト血管内皮細胞の活性化

一MHCクラスII表現とブドウ球菌外毒素（TSST・1）

結合性の獲得一

    （微生物）

      荒明美奈子・今西 健一・厳  小傑・

      宮永 幸実・根岸 澄子・内山 竹彦

 我々は，TSST4がMHCクラスII分子に結合し， T

細胞を活性化することを報告した．TSSの剖検例では

血管炎が観察され，血管内皮細胞のMHCクラスII蓑

現が血管炎の成立に大きく関与していることを示唆し

ている．血管内皮細胞を用いてこれらについて検討し

た．血管内皮細胞（HUVEC）は，ヒト膀帯静脈血管に

より分離培養し，rlFN一γを3日間作用させた．

 結果：（1）IFN一γにより100％の細胞がHLAクラ

スII抗原を発現した．（2）1251標識TSST－1による検

索で，IFN一γで処理したHUVECにはTSST1が結合

するが，非処理HUVECには結合しない．（3）IFN一γ

で処理したHUVECはTSST－1によるヒトT細胞活

性化においてAC活性を示したが，非処理細胞による

この活性はみられなかった．（4）これらは抗HLAク

ラスII抗体により抑制された．

 以上のことから，血管内皮細胞のTSST－1結合性や

AC活性の獲得は血管炎のin vitroモデルの可能性が

あると考えられる．

 17．一つのインスリン自己抗体から作られたインス

リン作用を保つ抗イディオタイプ抗体

    （糖尿病センター）

      内弁 安子・七去 澄子・平田 幸正

目的：インスリン自己免疫症候群のインスリン自己抗

体（IAA）と，抗原のインスリン，末梢組織のインス

リンレセプターとの相互関係を明らかにするために，

一患者（TH）のIAAを用いて検討した。

 方法・成績：TH－IAAはIgG、（λ）クラスのみであっ

た．またこの抗イディオタイプ抗体anti－THは， TH－

IAAのインスリンへの結合を完全に阻止した． TH－

IAAのインスリン結合部位はβ鎖3番目のアスパラ

ギンを中心としたepitopeであり，このanti－THはま

たインスリンレセプターとも結合する性質を持った．

この結合はまたTH－IAAインスリンによっても阻止

される，このanti－THのレセプターとの結合は，イン

スリン作用も引き起こした．

 結論：TH－IAAのidiotopeはインスリンβ一3と相

補的であり，TH－IAAと相補的なanti－THは，インス

リンレセプターのインスリン結合部位とも関係して，

インスリンレセプターに結合した．

 18．抗カルジオリピン抗体と臨床像

    （第4内科）  湯村 和子・松村  治・

            二瓶 宏・杉野信博

 自己免疫病態との関連で抗カルジオリピン抗体の出

現することが報告されてきているが，今回，SLE特に

ループス腎炎の患者で検討した．

 腎生検を施行したループス腎炎患者47名を対象と

し，その時点での面戸ルジオリピン抗体を測定した．

ループス腎炎は，活動性病変の程度によりWHO組織

分類で，II， III， IV， V型に分けた．その結果，ルー

プス腎炎IV型において，三組織内血栓の頻度が高い所

見が認められ，かつ抗カルジ．オリピン抗体陽性の患者

が高率存在した．このようなことから，活動性ループ

ス腎炎像形成に，腎組織内血栓が関与しており，抗カ

ルジオリピン抗体の出現との関連性が強く示唆され

た．臨床像としての，蛋白尿ぱ，高度の症例も多いが，

蛋白尿としては，V型の症例も多く，むしろ抗カルジ

オリピン抗体陽性が，ループス腎炎の活動性を示して

おり，蛋白尿出現の患者では，有用な所見と考えられ

る．非活動性ループス腎炎では，抗カルジオリピン抗

体陽性は，他の血栓症の合併を考えなけれぽいけない．

 19．小児紫斑病性腎炎におけるIgA bearing cell

の検討

    （腎小児）   久保田令子・服部 元史・

      甲能 深雪・川口  洋・伊藤 克己

 紫斑病性腎炎（HSPN）の病因の一つとしてIgAに

関する免疫学的な異常が推察されている．今回我・々小

児HSPNにおけるIgA bearing cellを測定し検討を

行ったので報告する．
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 方法：6～15歳のHSPN患児18名（男10名，女8
名）を対象とし，健常成入10名を比較した．lgA bearing

cellの測定は且ow cytometryによるtwo－color－

analysisを用いて行った．

 結果：（1）小児HSP］Nにおいて正常コントロール

に比しIgA bearing ce11の有意の上昇が認められた．

（2）IgA bearing cellは病初期に最高値を示し漸減す

る傾向が認められた．（3）IgA bearing ce11を血清

IgA値との間には相関は認められなかった．（4）血漿

交換療法により臨床症状の改善とともにIgA bearing

cellも減少する傾向が認められた．（5）HSPN患児の

母親においてもIgA bearing cellの増加傾向が認めら

れた．

 20．抗原経口投与によるぶどう膜炎発症の研究

    （第二病院眼科）

      神崎 雅子・高野 真綾・宮永 嘉隆

 目的：ベーチェット病などの内因性ぶどう膜炎の，

発症機序に感染免疫が考えられている．今回，連鎖球

菌抗原で感作した兎に抗原の経口投与により，ぶどう

膜炎が発症でぎるかどうか，実験を行なった．

 方法：抗原はStreptococcus sanguis 2株（KTH3，

KTH4）を使用した．静注感作し，抗体価の上昇を確

認後，抗原を腸溶カプセルで投与した．1群は腸内の

細菌叢を破綻させる目的で，KM 500mg， PC－V 2g経

口投与させた．眼所見はスリットランプによる所見，

眼底所見，レーザーフレアーセルメーターを使用して

測定した．

 結果：KTH3で感作した兎のKM， PC－V処置群の

内，1匹の片眼と他の1匹の両眼にフィブリソ様析出

物を認め，KTH4で感作した兎のユ匹の両眼と他の1

匹の片眼においては，レーザーフレアーセルメ｝ター

で炎症所見が確認された．

 21．鼻アレルギー患者におけるFcεレセプターの

動態

    （耳鼻咽喉科）       鍋島みどり・

      窪田 三世・森田  恵・石井 哲夫

    （皮膚科）         檜垣 祐子・

            川島 真・肥田野信

 IgEのFc部分に対するレセプターのうち， Bリン

パ球に存在するFcεRIIは， B細胞の分化に伴って発

現し，IgEの産生の調節を行っていると考えられてい

る．今回我々は，モノクローナル抗体を用いてフロー

サイトメトリーによりFcεR＋B細胞を測定し， IgEや

鼻アレルギー症状との関連性について検討した．

 結果：①鼻アレルギー患老では，正常者に比べ有意

にFcεR＋B細胞が増加していた．また血清IgE値が高

い患者ほどFcεR＋B細胞が多い傾向がみられた．②通

年性比アレルギー群では正常者との間に有意差があっ

たが，季節性鼻アレルギーでは有意差はみられなかっ

た．③鼻アレルギーの症状が重症であるほど，FcεR＋

B細胞が多い傾向がみられた．

 以上の結果より，FcεRIIは鼻アレルギーにおいて，

IgEならびに鼻症状と深い関連があり，症状の変化を

知る上で有用であると考えられた．

 22．HBs抗原に対する免疫応答におけるclass 2抗

原の役割

    （消化器内科）

      鈴木 義之・春田 郁子・鴨川由美子・

      中村哲夫・孫 野面・石黒典子・

      磯野 悦子・山内 克巳・小幡  裕

 HBs抗原に対する免疫学的非応答性においてHBs

抗原特異的抑制性T細胞が重要な働きを担っている

ことは既に報告してきた．今回，我々は健常者の末梢

血リンパ球を用いて抑制性T細胞の誘導を試みたの

で報告する。

 方法：（1）HBs抗体産生；HBs抗体を有する健常

者にHBワクチンを接種し，その末梢血リンパ球を，

0．2μg／mlのHBs抗原と0．5μg／mlのPWMを加え

培養し，3日後に洗浄し，抗原を加えない状態で7日

間培養後その培養上清中のHBs抗体価をELISA法

を用いて測定した．（2）Tsの誘導；上記のHBワク

チン接種者のT細胞を3，000Rの放射線を照射した非

T細胞と共に20μg／mlのHBs抗原存在下で培養し，

5日後にその抑制活性を，上記のHBs抗体産生系に

加え検討した．

 結果：高濃度のHBs抗原存在下で培養したT細胞

を加えるとHBs抗体産生のみ著しく抑制され，他の

抗体産生には影響を及ぼさなかった．この抑制活性は，

CD8陽性細胞により担われていることが明らかとなっ

た．また，抗DQ抗体を用いることによりTsの誘導が

阻止でき・た．このことより，CD8陽性のHBs抗原特異

的Tsが誘導され， DQ抗原がその誘導に関与している

ことがわかった．
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